
第４号様式（要綱第６条関係） 

令和４年度 第２回 藤沢市立富士見台小学校 学校運営協議会会議録 
 

開催日時 ２０２２年７月１３日（水）１０時～ 

    

場 所  富士見台小学校 ランチルーム                      

出

席

委

員 

横山 俊明 （会長・長後共育フォーラム会長） 

神尾 康子 （副会長・富士見台小学校校長） 

松森 裕二 （長後市民センター長） 

梅田 亮  （富士見台小学校前 PTA会長） 

白石 つや子（民生委員児童委員） 

薩田 早苗 （社会体育振興協議会） 

大塚 富美子（前学校評議員 青少年育成協力会） 

中野 伸哉 （社会福祉協議会地域福祉課地域支援担当 CSW長後地区担当） 

太田 信弘 （富士見台小学校教頭） 
           以上９名出席（１名欠席）   

傍聴人 なし 

次

第 

１.開会 

２.会長あいさつ 

３.議題 

 （１）各地域団体の事業説明 

 （２）富士見台小学校アンケート結果について（富士見台小学校 校長） 

 （３）富士見台小学校の現状と課題について（富士見台小学校 校長） 

 （４）その他 今後の会議日程等 

４その他 

 今年度の会議日程（予定） 

５閉会 

 

協

議 

内

容 

（意見等） 

（１）各地域団体の事業説明 

・社会体育振興協議会･･･薩田委員 

 事業計画の中で児童に関係のあるのはプール事業と地区レクリエーション大

会。コロナ禍であり２０２０年度より実施できていない。学校の体力テストで

は依頼があれば測定員として参加している。 

・青少年育成協力会･･･大塚委員 

 地域全体で子どもを見守り、子どもたちの健全育成を目的として広報・啓発活

動を行う。3 点を目標に活動を行っている。イベントに関しては感染対策を模

索しながら活動している。入学式の日と 3月中旬に街頭指導員・青少年指導員

とパトロールを行っている。 

・社会福祉協議会 CSW･･･中野委員 

様々支援制度があるが制度の狭間にあり制度に当てはまらない方々を幅広く

受け止め相談に応じている。令和２年度 5月には食の支援が必要な家庭に食材

の配布を行った。食材の配布から支援につながった家庭もあった。 

・民生委員児童委員･･･白石委員 

民生委員任期３年 民生委員は地域の中で一番身近な存在である。高齢な方や



生活が困難な方、子どもに関しては地域の見廻りや声かけなどをして把握して

いる。必要に応じて CSWや包括支援センターにつなげている。警察などの問い

合わせに応じることもある。民生委員の人手不足や高年齢化が課題である。 

・富士見台 PTA･･･梅田委員 

 主に児童に関わる活動として学年学級委員、広報委員がベルマーク収集や広報

紙の発行などの仕事をしている。主に学校外に関わる活動として校外委員が各

自治会で選出され交通安全などの活動を行っている。本部は月一回、学校と運

営委員会を開催して学校と情報を共有している。課題としてイベントが２年間

コロナで中止になりイベントの継続が困難である。また児童のためにもイベン

トは形を変えてでも実施したい。 

・長後地区社協･･･松森委員 

 社会福祉協議会のボランティアから成り立ち、地域福祉の向上や地域福祉事業

の取り組みを行っている。対象は高齢者・障害者・子どもまで全ての人が対象

になっている。子ども青少年事業として親子で参加するイベントや障害者事業

として障害のある子どもを対象とした事業、ひとり親家庭事業などがある。 

・防災推進協議会･･･松森委員 

 地域の住民の防災意識の向上をメインとして活動している。子ども対象として

は親子対象の防災講座や長後地区防災訓練などを行っている。今後も子ども対

象の事業を広げていきたい。 

・防犯協会 交通安全対策協議会･･･松森委員 

 入学式の日の見守りや１日・１５日に主要な道路に指導員が立ち、見守りを行

っている。 

・公民館事業･･･松森委員 

 夏休み子ども事業として子どもが様々な体験ができる事業を行っている。学習

室開放を開放し小学生から高校生までが自習できる。時には教員 OB が勉強を

教えている。 

 

（２）富士見台小学校アンケート結果について･･･神尾副会長 

・自然、歴史、商工農と学習環境が豊かである。 

・通学路の安全面に課題がある。おはようボランティアに登録したい方がいたら

お願いしたい。 

大塚委員･･･防犯協会の安心安全広め班に相談をしたらよいのでは。 

 

（３）富士見台小学校の現状と課題について･･･神尾副会長 

・教科年間学習計画の地域と関連した学習で各団体が協力できることをお願いし

たい。 

・５年生の米作り体験学習は地域の環境や人材を生かした貴重な体験である。現

在「総合的な学習の時間」のカリキュラムの圧迫や準備のための職員の休日出勤

が課題となっている。 

白石委員･･･校庭に田んぼを作ることができないか。 

梅田委員･･･米作り学習の目的を改めて考え、学習内容のスリム化を学校から提

案してみてはどうか。 

神尾副会長･･･新しい学習課題もあり、米作り体験学習の時間と内容を精選した

いと考えている。今後、学校から米作り体験学習の方向性を学校運営協議会に伝

え、議題にする。 



次回開催日程 ２０２２年  ９月１４日（水）１０時～ 

                 場所     富士見台小学校 ランチルーム 


